
平成 21 年度の入札・契約制度について 

 
 平成 21 年４月１日から、次のとおり入札・契約制度の改定を行います。 
 
１ 予定価格事後公表試行の拡大 
  工事入札の予定価格について、事後公表の取扱いを請負対象金額１億円以上から

7,500 万円以上に拡大。 
 
２ 特別簡易型総合評価方式の拡大 
  施工計画評価のない特別簡易型総合評価方式一般競争入札について、適用範囲を請負

対象金額 7,500 万円未満の工事から１億円未満の工事に拡大。（請負対象金額１億円未
満の工事でも、案件によって施工計画評価のある簡易型とする場合があり。） 

 
３ 低入札対策の強化 
(１)失格基準の引上 
               旧    新 

  直接工事費  設計金額の75％ → 85％ 

  共通仮設費    〃   70％ → 80％ 

  現場管理費    〃    60％ → 変更なし 

  一般管理費    〃    30％ → 変更なし 
 
(２)施工体制評価の導入 
  低入札価格調査制度に施工体制評価を導入し、総合評価方式はすべて施工体制確認型

総合評価方式とする。 
 
(３)施工体制確認型総合評価方式 
  低入札となった者全員について、低入札調査資料の書面調査により、「品質確保の実効

性」、「施工体制確保の確実性」を「良」、「可」、「不可」の３段階で評価、配点し、施工

体制評価の優劣を総合評価方式における技術評価点に反映させる。 
 《施工体制評価後の技術評価点算定式》 
  ※技術評価点（仮）×（施工体制評価点÷施工体制評価の満点） 
  ※技術評価点（仮）＝開札時の施工体制評価前の技術評価点 
施工体制評価が「不可」（０点）だと、技術評価点も０点として評価する。（別図参照） 

 
(４)指名停止措置を伴う失格 
  次の項目に該当する低入札者は、指名停止措置を伴う失格となること。 
 ①入札時に見積内訳書の提出のない者 
 ②理由なく期日までに低入札資料の提出のない者又はヒアリング調査に応じない者 
 ③低入札資料において資材納入業者又は下請予定業者の見積もり金額未満の額で経費の

積算を行っている者 



 ④低入札資料において資材納入業者又は下請予定業者の見積書に記載の仕様とは異なる

仕様で積算している者 
 ⑤低入札資料において設計図書と異なる仕様で経費を計上している者 
 ⑥低入札資料において直接工事費、共通仮設費又は一般管理費の積算を項目別に行って

いない者 
 ⑦低入札資料において直接工事費、共通仮設費、若しくは一般管理費の合計若しくはす

べての経費の合計が誤っている者又は入札時提出の見積内訳書の記載内容と一致し

ない者 
 ⑧低入札調査中に指名停止措置要綱において指名停止の対象となる事案に該当し、契約  
  を締結することが適当でないと判断された者 
 ⑨その他、適正な契約の履行が行われないと認められる者 
 
 
 低入札対策の詳細は、建設管理課ＨＰ掲載の「建設工事低入札価格調査制度事務処理 
要領」（副知事通知）及び「建設工事低入札価格調査制度事務処理要領の取扱いについて」 
（土木部長通知）を４月１日以降に参照してください。 
 
 
 
 
 
                       照会先 

高知県土木部建設管理課契約担当 
ＴＥＬ 088－823－9813 



高知県版施工体制確認評価

施工体制評価（H21.4～導入）

施工体制確認型は、総合評価方式全てにおいて適用するものとし、施工体制評価点
の算定は入札価格水準に応じて「品質確保の実効性」、「施工体制確保の確実性」につ
いて評価を行うものとする。
（施工体制評価点の満点；簡易型＝２０点、特別簡易型＝１０点）

※（ ）内は特別簡易型

良(10点（5点）)、可（4点（2点）)、

不可(0点（0点）)の３段階で評価する。
◎

良(10点（5点）)、可（4点（2点）)、

不可(0点（0点）)の３段階で評価する。
１０（５）品質確保の実効性

備 考

２０（１０）

１０（５）

施工体制評価点

◎

合計

施工体制確保の確実性

評価項目評価の視点

※ 低価格入札を行った者から提出された資料及びヒアリングにおいて、施工体制が十分確保されていると
認められない場合は、施工体制評価点の満点に対する比率に応じて加算点（技術提案、企業評価、技術
者評価）を減ずるものとする。

施工体制評価後の加算点（最終）＝開札時の加算点（仮）×（施工体制評価点÷施工体制評価点の満点）

ＤB A



Ａ；技術評価点（仮）＝企業評価点＋配置予定技術者評価点＋施工計画評価点（簡易型のみ）
Ｂ；施工体制評価後の技術評価点＝技術評価点（仮）（Ａ）×（施工体制評価点（Ｄ）÷施工体制評価の満点）
Ｃ；標準点（１００点）
Ｄ；施工体制評価合計点＝（品質確保の実効性）＋（施工体制確保の確実性）
Ｅ；評価点（最終）＝施工体制評価後の技術評価点（Ｂ） ＋標準点（Ｃ） ＋施工体制評価合計点（Ｄ）

「品質確保の適正」及び「施工体制の適正」の評価
１）調査基準価格を上回る者＆低入札調査の結果、「良」の評価の者＝１０点
２）低入札調査の結果、「可」の評価の者＝４点
３）低入札調査の結果、「不可」の評価の者＝０点


